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供給安定への特別対策
12．1㌶の追加転作の配分

二
月
七
日
、
J
A
江
府
町
支
所
で
町
水
田
営
農
活
性
化

対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
六
年
度
の
水
田
営
農
活

性
化
対
策
、
高
温
・
干
ば
つ
に
よ
る
農
作
業
被
害
対
策
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
七
年
度
の
転
作
目
標
面
積
な
ど
の
配

分
、
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
の
配
分
に
つ
い
て
具
体
的

に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
平
成
六
年
度
に
お
い
て
記
録
的
な
豊
作

と
な
り
、
自
主
流
通
米
価
格
の
崩
落
の
事
態
が
生
ま
れ
、

農
家
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぽ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た

め
自
主
流
通
米
供
給
安
定
化
特
別
対
策
と
し
て
〓
丁
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加
転
作
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

「
転
作
面
積
は
平
成
六
、
七
年
度

は
据
え
置
き
」
と
の
取
り
決
め
を

破
る
も
の
で
あ
る
、
と
強
く
抗
議

を
し
ま
し
た
が
、
不
測
の
事
態
を

考
慮
し
前
向
き
に
取
り
組
む
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

県産自主流通米は下落へ一途

（大阪取引場大阪着価格）　帰任：円／60㌔）

追
加
転
作
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

水
田
営
農
活
性
化
対
策
を
実
施

す
る
上
で
、
平
成
六
、
七
年
度
は

転
作
面
積
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、

国
に
お
い
て
は
、
一
三
〇
万
ト
ン

の
在
庫
確
保
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
五
年
度
と
打

っ
て
変
わ
っ
て
、
本
年
度
一
三
〇

〇

万
ト
ン
を
上
回
る
在
庫
量
と
な
っ

た
た
め
、
自
主
流
通
米
の
価
格
の

下
落
、
不
落
札
の
発
生
と
い
う
非

常
事
態
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
、
農
家

に
対
し
て
厳
し
い
影
響
が
お
よ
ぶ

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
に

「
自
主
流
通
米
供
給
安
定
化
特
別

対
策
」
を
行
う
こ
と
に
在
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
を
国
の
施
策
に
対
し

て
、
町
を
は
じ
め
、
農
業
団
体
は

第1回取引（8／31）≡　第2回取引（11／2）≡　第3回取引（12／14）

21・749円一一一丁－L21，292円

19，858円

コシヒカリ22，9封円

ヤマヒカリ22，217円

料：JA鳥取西

農
家
の
意
向
調
査
を

踏
ま
え
、
取
り
組
む

特
別
対
策
と
し
て
、
県
下
で
七

五
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
作
が
追

加
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
江

府
町
で
は
、
二
一
・
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
追
加
と
在
り
、
あ
わ
せ
て
一

◎

二
五
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
転
作
目
　
㈲

標
面
積
と
を
り
ま
し
た
。

配
分
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

年
末
年
始
の
ご
多
忙
を
折
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
農
家
意
向
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
動
向
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

平
成
七
年
度
の
他
用

途
利
用
米
数
量
、

事
前
売
渡
申
込
限
度

数
量
の
配
分
は

他
用
途
利
用
米
に
つ
い
て
、
本

年
度
は
、
一
、
三
六
三
袋
で
平
成

六
年
度
の
二
、
三
六
四
袋
よ
り
も

一
、
〇
〇
一
袋
の
減
量
。

ま
た
、
こ
の
他
用
逢
利
用
米
配

分
数
量
は
、
全
量
に
つ
い
て
、
昨

年
度
と
同
様
、
と
も
補
償
を
行
い

ま
す
。
（
と
も
補
償
の
負
担
割
合
は

生
産
者
が
4
分
の
2
、
1
A
江
府

町
支
所
が
4
分
の
1
、
町
が
4
分

の
1
）そ

し
て
、
事
前
売
渡
申
込
限
度

数
量
は
四
一
、
八
九
一
袋
（
う
る

ち
米
は
四
〇
、
八
四
五
袋
、
も
ち

米
は
二
〇
四
六
袋
）
と
な
り
、

昨
年
産
よ
り
、
総
数
量
で
二
、
〇

〇
一
袋
の
減
量
と
在
り
ま
す
。
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、ヽ平成7 年辟軽 隠標鱒

125．7㌶自主流通米の

⑳

新
た
な
転
作
と
し
て

調
整
水
田
の
導
入

緊
急
追
加
転
作
に
対
応
し
、
農

家
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
み
や
す
い

転
作
方
法
と
し
て
「
調
整
水
田
」

を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

調
整
水
田
と
は
、
一
定
期
間
に

水
を
張
る
こ
と
に
よ
り
水
田
を
管

理
す
る
も
の
で
、
要
件
と
し
て
、

①
水
稲
の
生
産
力
を
維
持
す
る
た

め
、
一
定
期
間
の
た
ん
水
管
理
及

び
適
切
を
除
草
な
ど
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
　
②
前
年
度
に
お
い
て
、

保
全
管
理
を
ど
が
行
わ
れ
た
水
田

で
な
い
こ
と
、
以
上
の
二
点
で
す
。

（
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
左
の

一
覧
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

転作助成金一覧表
（10アール当たり）

作　　 物　　 区　　 分 基　　 本　　 相　　 当　　 額

計画推 進助成金 特定転作推進助成金 計

一　 般　 作　 物
飼 料 作 物 、 麦 　　 円

4 ，0 0 0
　　 円

3 ，0 0 0
　　 円

7 ，0 0 0豆 類 、 地 力増

進 作 物 等

永 年 性 作 物 等
果樹 、 林 地 、 　　 円

4 ，0 0 0
　　 円

3 ，0 0 0
　　 円

7 ，0 0 0養 魚 池 、 養 魚

水 田 等

特　 例　 作　 物 野 菜　 た ば サ 　　 円
4 ，0 0 0

円 　　 円
4 ，0 0 0　 　ヽ し＿　 し．．＿・

等

自 己 保 全 管 理
　　 円

4 ，0 0 0
円 　　 円

4 ，0 0 0

土地 改 良 通 年 施 行
円 円 円

ほ場 整 備 施 行
水　　 田

4 ，0 0 0
－

4 ，0 0 0

※ 調　 整　 水　 田
円 円 円

4 ，0 0 0 3 ，0 0 0 7 ，0 0 0

※調整水田は新制度

寸
他
の
転
作
助
成
金
の
一
覧
表
は

上
の
と
お
り
で
す
が
、
基
本
相
当

額
と
し
て
計
画
推
進
助
成
金
と
特

定
転
作
推
進
助
成
金
が
あ
り
、
作

物
区
分
な
ど
に
よ
っ
て
対
象
と
在

る
も
の
と
、
そ
う
で
を
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

主
な
加
算
制
度
の

助
成
金
な
ど
の
内
容

次
に
、
主
を
加
算
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
水
田
営
農
確
立
助
成

①
団
地
形
成
型

○
助
成
金

一
般
作
物
（
聖
2
万
円

特
例
作
物
（
聖
5
千
円

②
産
地
形
成
型

○
助
成
金
　
白
ネ
ギ
を
作
付
け
し

た
水
貝
聖
5
千
円

●
地
域
営
農
推
進
助
成

○
助
成
金

一
般
作
物
（
聖
1
万
円

町
単
独
の
助
成
事
業

本
町
で
は
、
町
独
自
の
助
成
を

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
補
助

金㈲
集
落
推
進
事
業
補
助
金

こ
の
補
助
金
は
、
転
作
推
進
の

た
め
の
活
動
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
各
集
落
平
均
3
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
営
農
推
進
助
成
に

取
り
組
ん
だ
集
落
に
対
し
て
、
一

集
落
3
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

㈲
単
町
小
規
模
団
地
形
成
補
助
金

0
・
3
筋
以
上
の
団
地
で
国
・

県
の
基
準
に
達
し
を
い
も
の
に
対

し
て
、
1
0
㌦
当
た
り
3
千
円
を
助

成
し
ま
す
。

㈲
あ
や
め
種
苗
代
補
助
金

I
A
を
通
じ
て
購
入
さ
れ
た
あ

や
め
の
種
苗
代
に
対
し
5
分
の
4

を
助
成
し
ま
す
。

㈱
転
作
作
目
奨
励
事
業
補
助
金

転
作
実
施
水
田
に
、
ネ
ギ
・
ホ

ウ
レ
ン
草
・
ト
マ
ト
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
大
豆
・
小
豆
・
白
菜
・
ピ
ー
マ

ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
人
参
・
花
井
を

作
付
し
、
－
A
を
通
じ
て
出
荷
販

売
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
1
0
㌦
当

た
り
1
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

㈲
れ
ん
げ
種
子
代
補
助
金

転
作
レ
ン
ゲ
の
種
子
代
に
対
し

5
分
の
4
の
助
成
を
い
た
し
ま
す
。
引
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冬の特産・奥大山の名
95自作そりワールド・カップ コ

物
猷

㌢
軒
㈲
首
っ
た
甘
甘
針

●
　
雲
ひ
と
つ
な
い
真
っ
青
な
空
が
広
が
る
奥
大
山
ス
キ
ー
場
で
恒
例
の

●
　
9
5
自
作
そ
り
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ッ
プ
．
m
奥
大
山
（
ヤ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
●

●
　
主
催
）
　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

●
　
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
見
守
る
な
か
、
丹
精
こ
め
て
作
っ
た
自
作
そ
　
●

●
　
り
は
思
い
思
い
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身
に
ま
と
っ
た
選
手
を
乗
せ
て
ゴ
　
●

寧
甲
且
警
票
濫
昌
呂
蒜
義
盛

三
才
ゥ
な
シ
1
プ ＼

　

／

l

レl′

ヽ
1
．
ノ

を
描
き
な
が
ら

／リ

佃

（4）

●
－
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

▲天女になる手前のジャパン向井千秋号

．．止．
㌧⊥＿ダニ‾イ‾

▲昨年は高松市へ、今年は被災地神戸へ行った奥大山の水

そして今日は、どこへ行くのやらヨーデル号

ト
運
命
は
こ
の
そ
り
に
任
せ
ま
し
た
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成績発表
■一般の部

タイム1位　22秒84

日和Ⅲ世号よりも速いんだ

ゾー1号　　（磯江　豊）

タイム2位　23秒86

元気もりもりちからこぶ号

（川上勇一・伊達正弘）

タイム3位　25秒20

奥大山スキー場山の番人Ⅱ

（伊達吉章）

最優秀デザイン賞

新道ボンポコ合戦

（亀山博行・梅林茂樹・

田校定良）

優秀デザイン賞

日和会ゴジラ＆ゴジラ

（中尾幹雄）

■小学生の部

1位

藤原宏樹・森田将史

（江府町）

2位

岡田祐穂・遠藤綾乃

（江府町）

3位

亀沢英敏　（米子市）

（5）

ト「
今
年
は
い
た
だ
き
ま
し
た
」
最
優
秀
デ
ザ
イ
ン

賞
に
輝
い
た
新
道
ボ
ン
ポ
コ
合
戦

受験生に合格エールをおくり

ながら滑る＿′（共通一次号）
▼

廃線
l▼‾　　　　　　▲

ふ払1J＿≠
jず

JL⊥⊥⊥

【

（
新
道
ボ
ン
ポ
コ
合
戦
）

⑳

都
会
で
暮
し
て
い
た
狸
た
ち
は
久
し
ぶ
り
に

故
郷
に
帰
り
、
今
日
は
こ
こ
で
ひ
と
あ
ば
れ

今年は最優秀をのがしたもののやっぱり

このチームは強いパ日和会ゴジラ＆ゴジラ）
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”
韓
国
の
お
ふ
く
ろ
の
味
〟

－
ど
ん
ぐ
り
豆
腐
－

ト
ト
リ
ム
ッ
ク
を
訪
ね
て

6）

鳥
取
県
ど
ん
ぐ
り
加
工
技
術
調
査
団
同
行
記

一
一
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
鳥
取
県
は
新

た
な
地
域
の
特
産
品
の
開
発
を
目
的
と
し
て
、
鳥
取
県
ど
ん

ぐ
り
加
工
技
術
訪
査
団
を
韓
国
・
江
原
道
に
派
遣
し
ま
し
た
。

調
査
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
総
務
課
の
本
高
係
長
に

そ
の
模
様
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▲でき上がった製品について、こと細かく説明を聞く
調査団（到門食品・江陵市）

ど
ん
ぐ
り
の
こ
と
を
韓
国
で
は

ト
ト
リ
と
い
い
、
昔
は
ど
こ
の
家

庭
で
も
ど
ん
ぐ
り
豆
腐
を
つ
く
っ

て
食
べ
て
い
た
が
、
今
で
は
、
結

婚
式
な
ど
の
特
別
を
時
に
し
か
食

べ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

古
代
の
日
本
人
は
別
と
し
て
、

ど
ん
ぐ
り
を
食
べ
る
と
い
う
習
慣

は
日
本
に
は
な
い
。
健
康
食
品
、

自
然
食
品
ブ
ー
ム
と
地
域
の
特
産

品
づ
く
り
を
目
的
に
、
鳥
取
県
が

交
流
を
続
け
て
い
る
江
原
道
の
江

陵
市
と
束
草
市
を
ど
の
ど
ん
ぐ
り

工
場
と
農
産
物
の
研
究
加
工
を
進

め
て
い
る
農
村
振
興
院
を
視
察
し

ど
ん
ぐ
り
豆
腐

健
康
食
品
と
し
て

ブ
ー
ム

ま
ず
、
道
庁
の
保
社
環
境
局
長

ト
山
陰
中
央
新
報
社
な
ど
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
調
査
団
の
よ
う
す

○

か
ら
、
ど
ん
ぐ
り
生
産
を
ど
の
状

況
に
つ
い
て
、
聞
く
。
現
在
の
生

産
量
は
三
三
八
ト
ン
、
所
得
は
三

億
ウ
ォ
ン
（
日
本
円
で
四
千
万
円
）

年
々
、
生
産
量
は
伸
び
て
い
る
が
、

人
件
費
も
高
く
な
り
、
原
料
の
確

保
も
容
易
で
は
な
く
を
り
つ
つ
あ

る
。
ど
ん
ぐ
り
が
健
康
食
品
と
し

て
見
直
さ
れ
て
い
る
今
、
農
家
所

得
の
増
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
た
。

次
に
農
村
振
興
院
で
、
話
を
聞

く
。
ど
ん
ぐ
り
の
研
究
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
初
歩
的
を
段
階
で
あ
り
、

栽
培
を
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

県
食
品
研
究
加
工
所
に
よ
る
試

⑳

作
品
（
原
料
は
韓
国
産
）
を
持
参
し
、

評
価
を
聞
く
と
、
．
タ
ン
ニ
ン
分
が

少
し
高
す
ぎ
る
こ
と
。
で
ん
ぷ
ん

量
が
少
な
い
こ
と
が
粘
り
の
な
い

原
因
で
は
と
、
製
造
に
か
か
わ
る

具
体
的
を
指
摘
を
受
け
た
。

ア
ク
抜
き
な
ど
の

ノ
ウ
ハ
ウ
修
得
が

今
後
の
課
題

以
上
の
点
か
ら
、
原
料
の
確
保

製
造
工
程
に
お
け
る
ア
ク
抜
き
技

術
と
か
く
は
ん
加
熱
の
ノ
ウ
ハ
ウ
。

そ
し
て
、
日
本
人
の
味
覚
に
合
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う
料
理
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と

思
う
。

最
後
に
訪
れ
た
の
は
、
江
陵
市

内
に
あ
る
郵
便
食
品
と
い
う
従
業

員
八
人
の
民
間
工
場
と
束
草
市
の

雪
岳
ト
ト
リ
ム
ッ
ク
工
場
の
二
か

所
。ト

ト
リ
ム
ッ
ク
　
（
ど
ん
ぐ
り
豆

腐
）
　
の
製
造
工
程
は
、
ま
ず
皮
を

む
い
た
ど
ん
ぐ
り
の
原
料
を
水
洗

い
し
、
二
十
四
時
間
何
度
も
水
を

か
え
て
あ
く
抜
き
を
し
ま
す
。

そ
の
次
に
、
粉
砕
し
、
粉
状
に

し
た
上
で
脱
水
し
、
で
ん
ぷ
ん
分

離
を
す
る
。

そ
う
し
て
で
き
た
も
の
を
、
水

を
加
え
、
ま
ぜ
な
が
ら
加
熱
を
し

た
の
ち
、
型
枠
に
入
れ
て
冷
や
す

と
で
き
上
が
り
。

使
用
し
た
水
は
、
上
水
道
の
も

⑳

の
で
、
調
理
方
法
は
様
々
で
す
が
、

一
般
的
に
は
、
と
う
が
ら
し
入
り

の
し
ょ
う
油
を
つ
け
て
食
べ
る
。

弾
力
性
が
あ
り
、
あ
っ
さ
り
し

た
味
。原

料
は
、
自
然
の
ク
ヌ
ギ
、
カ

シ
、
コ
ナ
ラ
の
三
種
頬
を
混
合
し

た
も
の
を
使
い
、
国
内
で
不
足
し

た
も
の
は
、
中
国
、
北
朝
鮮
か
ら

輸
入
。製

造
ポ
イ
ン
ト
は
、
最
初
の
ア

ク
抜
き
と
か
く
は
ん
加
熱
の
際
の

水
に
ひ
た
す
時
間
調
整
に
あ
る
よ

う
だ
っ
た
。

本
町
は
、
鏡
ケ
成
に
ど
ん
ぐ
り

が
最
も
多
く
群
生
し
て
お
り
、
原

料
の
確
保
は
比
較
的
に
容
易
で
あ

り
、
新
し
い
特
産
品
づ
く
り
の
普

及
に
取
り
組
む
の
に
は
、
お
も
し

ろ
い
と
思
わ
れ
る
。

『住みよい町づくりを目指して

女性からの提言』

女性団体代表と町議会との初懇談会

⑳

は
じ
め
六
人
の
議
員
と
女
性
団
体

代
表
（
二
六
人
）
　
と
が
、
楢
発
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
商
店
の
活
性
化
対

策
に
つ
い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
、

「
現
在
、
商
工
会
や
町
づ
く
り
委

員
会
を
設
置
し
て
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
い
っ
し
ょ
に
、
三
年
前
か

ら
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
財
政
的
を
面
で
具
体

化
し
て
い
を
い
が
、
今
後
、
何
ら

か
の
テ
コ
入
れ
を
し
を
け
れ
ば
」

と
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
。

福
祉
対
策
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
ど
の
話
題
が
出
た
な

か
で
　
「
学
校
は
こ
の
四
月
か
ら
第

四
土
曜
日
も
休
み
に
な
る
の
で
、

女
性
は
社
会
進
出

男
性
は
家
庭
進
出

最
後
に
、
東
部
福
祉
事
務
所
の

伊
藤
芳
子
社
会
係
長
が
講
演
。
「
女

性
は
家
計
に
つ
い
て
は
知
り
つ
く

し
て
い
て
も
、
町
の
財
源
に
は
、

関
心
度
が
少
な
い
の
が
一
般
的
。

も
っ
と
町
の
財
源
を
学
習
し
た
上

で
、
町
に
対
す
る
建
設
的
発
言
を
。

そ
し
て
女
性
が
社
会
進
出
す
る
代

り
に
、
男
性
が
家
庭
進
出
を
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

短
時
間
で
し
た
が
、
町
づ
く
り

に
向
け
た
充
実
し
た
討
議
が
で
き

ま
し
た
。

▲讐登、
▲

熱心に視察する調査団

（雪岳トトリムック工場・束喜市）

二
月
二
十
八
日
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
女
性
団
体
代

表
と
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
江
府
町
女
性
問
題
地

域
推
進
会
議
（
越
峠
恵
美
子
会
長
）

が
主
催
し
た
も
の
で
、
男
女
共
同

参
画
社
会
に
あ
っ
て
、
女
性
の
視

点
か
ら
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
か
ら
は
森
田
副
議
長
を

土
曜
日
が
仕
事
の
方
、
特

に
母
子
家
庭
で
は
、
こ
の

対
応
に
困
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
現
実
に
直
面
し
て
い

る
問
題
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
ま
し
た
。

は
か
に
も
、
若
者
定
住

対
策
、
ご
み
処
理
対
策
な

ど
に
つ
い
て
も
身
近
な
視

点
か
ら
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。

▲活発な討議が行われた懇談会（山村
開発センター）

（7）
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阪
神
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
へ

総
額
5
0
9
万
3
千
3
5
円

真
心
の
義
援
金
あ
つ
ま
る
　
■
サ

（8）

大
震
災
か
ら
二
か
月
。
今
だ
に

多
く
の
被
災
者
が
厳
し
い
避
難
所

生
活
を
余
儀
を
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
一
早
く
救
援
物
資
を

輸
送
す
る
と
と
も
に
役
場
窓
口
・

社
会
福
祉
協
議
会
で
義
援
金
を
受

け
付
け
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
町
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
各
種
団
体
、
企
業
を
ど
か

ら
総
額
五
〇
九
万
三
千
三
五
円
も

の
善
意
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社

（
一
部
は
直
接
、
神
戸
市
に
届
け

ま
し
た
）
を
通
じ
て
被
災
地
へ
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

多くの義援金が寄せられた役場
窓口（福祉保健課）

な
か
で
も
、
江
府
中
学
校
の
生

徒
会
（
大
谷
英
生
徒
会
長
）
　
は
、

生
徒
会
と
し
て
、
何
か
で
き
る
こ

と
は
を
い
か
と
話
し
合
い
、
義
援

金
を
集
め
る
こ
と
を
決
め
、
教
職

員
と
い
っ
し
ょ
に
一
月
三
十
日
に

江
尾
駅
前
と
農
協
マ
ー
ケ
ッ
ト
前

の
二
か
所
で
街
頭
募
金
を
行
い
ま

し
た
。自

ら
進
ん
で

街
頭
募
金

江
府
中
・
生
徒
会

こ
の
日
は
折
か
ら
の
大
雪
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
被
災
者
の
皆
さ
ん

を
助
け
た
い
と
の
思
い
で
、
電
車

「みんなの気特を集めて、義援金を集めることができました」と
語る大谷生徒会長（左）、中尾直哉会計（中央左）、安藤美月会計
（中央右）、森田千春（右）の江府中生徒会代表

◎

に
乗
り
降
り
す
る
人
や
、
買
物
に

訪
れ
た
人
に
、
義
援
金
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
会
で
手
紙
を
書
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
持
ち
帰

り
、
家
族
に
も
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
集
ま
っ
た
義
援
金
を

持
っ
て
、
二
月
七
日
に
役
場
を
訪

問
。
直
接
、
福
田
町
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
席
上
、
生
徒
会
の
大
谷

会
長
は
　
「
被
災
し
た
を
か
に
は
、

⑳

ぼ
く
た
ち
と
同
じ
中
学
生
も
い
ま

す
。
そ
の
中
学
生
た
ち
の
備
品
を

ど
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
」
と

語
る
と
、
町
長
は
　
「
生
徒
会
の
皆

さ
ん
が
自
発
的
に
街
頭
募
金
を
ど

を
行
わ
れ
た
真
心
が
う
れ
し
い
。

心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
義
援
金

も
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
真
心
も
必

ず
届
け
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し

た
。
中
学
校
の
生
徒
会
に
限
ら
ず
、

こ
の
よ
う
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
町
内

随
所
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



が集結し、大演習を実施

火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
て
い
る

三
月
五
日
、
西
部

広
域
消
防
圏
連
合

演
習
が
江
尾
地
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
尾
地
内
か
ら

火
災
が
発
生
し
、

北
西
の
風
に
あ
お

ら
れ
て
、
江
尾
地

内
が
火
の
海
と
在

り
、
西
部
各
町
村

消
防
団
が
応
接
に

か
け
つ
け
る
と
の

想
定
の
も
と
に
訓
練

を
実
施
。
各
消
防
団

の
連
係
訓
練
、
消
火

訓
練
な
ど
が
機
敏
に

行
わ
れ
、
日
常
の
訓

練
の
成
果
を
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
分

列
行
進
が
江
尾
地
内

で
勇
壮
に
行
っ
た
あ

と
、
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
講
評
が
あ

り
、
演
習
は
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。

”
酒
は
も
う
飲
ま
ん
ぞ
“

断
酒
会
・
江
府
例
会
発
会
式

西部 2 ヽ＝　王団

▲演習を終えて、講評を聞く団員（運動公園グラウンド）

▲江府例会にあたり誓いの言葉を述べる新道の大塚夫妻

▲「これがチロルの銘水米ミ奥大山ミです」
（農協マーケット）

チ
ロ
ル
の
銘
水
米
〃
奥
大
山
〟

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
全
国
配
送

（
凰
ス
タ
ー
ト

日
野
郡
内
初
の
断
酒
会

が
三
月
五
日
、
午
後
一
時

か
ら
日
輪
闇
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
〃
お
酒
は
百
薬
の

長
″
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、

飲
み
す
ぎ
る
と
身
体
の
様

々
を
と
こ
ろ
に
障
害
を
生

じ
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、

飲
ま
ん
ぞ
″

を
も
っ
て
、

”
酒
は
も
う

と
固
い
決
意

こ
の
断
酒
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
人
が
今
ま
で
の
体
験

を
交
じ
え
て
、
発
表
し
、

更
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

励
ま
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

〝
自
然
と
人
〃
が
育
て
た
銘

水
米
「
奥
大
山
」
が
二
月
十

五
日
か
ら
ゆ
う
パ
ッ
ク
で
全

国
に
配
送
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
活
性
化
推
進
事

業
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
豊

か
を
自
然
が
育
ん
だ
ふ
る
さ

と
の
米
を
食
べ
て
も
ら
お
う

と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

金
額
は
二
キ
ロ
入
り
で
一

六
〇
〇
円
、
二
キ
ロ
入
り
二

袋
で
三
〇
〇
〇
円
。

申
し
込
み
は
、
江
尾
郵
便

局
（
℡
七
五
－
二
二
〇
〇
）
の

所
定
の
用
紙
に
ご
記
入
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
全
国
ど
こ

へ
で
も
お
届
け
で
き
る
も
の
。

こ
の
銘
水
米
を
奥
大
山
の
水

で
炊
け
ば
、
言
う
こ
と
な
し

と
折
紙
つ
き
で
す
。

（9
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とこでも学ぼう
生涯学習システムづくり

一
〇
〇
歳
の
調
査
恥
2

て
い
ま
す
。

●
七
十
～
八
十
歳

頃
の
「
生
き
が
い
」

生
涯
学
び
続
け
る
た
め
に
は
、

「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
が
第
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
一
〇
〇
歳

以
上
の
長
寿
者
の
生
活
の
様
子
に

つ
い
て
ふ
れ
て
み
ま
し
た
。

今
回
も
引
き
続
い
て
こ
の
長
寿

者
を
対
象
に
行
わ
れ
た
面
接
調
査

の
結
果
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
七
十
～
八
十
歳
頃
の
運
動

回
答
の
あ
っ
た
二
、
八
五
一
人
　
女

働
く
こ
と
（
三
九
％
）
、
家
族

（
二
六
％
）
、
近
所
・
友
人
と
の

つ
き
あ
い
　
（
二
三
％
）
が
上
位
で

ほ
か
に
信
仰
、
旅
行
、
趣
味
等
の

仲
間
う
ち
の
括
動
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

表
2
は
、
中
年
（
四
十
歳
頃
）

以
降
食
事
の
と
り
方
で
心
が
け
て

の
長
寿
者
の
中
で
、
運
動
を
や
っ

て
い
た
人
は
五
二
％
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
頻
度
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」

と
い
う
人
が
四
三
％
と
圧
倒
的
に

多
く
、
特
に
男
性
で
は
半
数
以
上

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動

の
種
類
は
「
散
歩
」
が
最
も
多
く

「
畑
仕
事
・
草
取
り
」
　
「
体
操
」

「
動
労
」
と
い
う
順
で
し
た
。

（表2）中年以降の食事の取り方留意点（％）
男

1日3匝Ⅰ規則正しく
腹八分目を心がけた・・・

貫族揃って食べていた・■・
栄養のバランスを考えて・・■・・・

緑黄色野菜を食べるように・
果物を食べるように・

魚・肉・卵を食べるように・

大豆製品を食べるように
掛こ気を着けていない・・　　　・9，7

頓 l 男 ′′

1 園 芸 ・庭 い じ り 26 4 和 洋 裁 44 ．3

2 …沈　 書 13 ．8 園 芸 ・庭 い じ り 26 ．4

3 囲 碁 ・将 棋 12 ．3 民 謡 ・邦 楽 10 ．0

4 民 謡 ・邦 楽 －　 8 4 読　 者 9 ．3

5 書　 道 7　8 旅　 行 5 ．9

6 惑 ・和 歌 ・俳 句 7 ．8 茶 道 ・挙 遇 4 ．6

●
七
十
～
八
十
歳
頃

の
趣
味

こ
の
頃
に
趣
味
を

持
っ
て
い
た
人
は
全

体
の
六
一
％
を
占
め
、

う
ち
男
性
の
割
合
は

六
九
・
九
％
と
高
く

を
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
の
種
類
は
表

1
に
多
い
順
に
上
げ

＠

い
た
こ
と
の
調
査

結
果
で
す
。

「
規
則
正
し
い
食

事
」
を
上
げ
た
人

が
大
多
数
で
し
た
。

以
上
、
健
康
に

関
わ
る
項
目
に
つ

い
て
簡
単
に
ふ
れ

ま
し
た
が
、
自
分

を
り
に
判
断
さ
れ
、

適
し
た
健
康
法
を

工
夫
し
て
み
て
下

さ
い
。最

後
に
、
表
3

に
上
げ
て
も
ら
っ

た
「
長
寿
の
心
が

け
」
　
ベ
ス
ト
7
は

図
の
よ
う
に
を
っ

て
い
ま
す
。

長
寿
へ
の
一
歩

は
、
運
動
か
ら
。

▲講師は、米子養護学校長の山田晋先生です

▲真剣な眼差しで学習にはげんでいますね。

3日邪

生
　
涯

職

員

研
学
　
習

生
涯
学
習
の
職
員
研
修
会
を
、
平
成

六
年
十
二
月
八
日
と
七
年
二
月
二
十
三

日
の
二
回
、
役
場
職
貞
等
を
対
象
に
職

修
会
員
研
修
会
を
開
催
し
、
生
涯
学
習
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

▲メモを取りながらの勉強会です。

▲そば打ちも生涯学習（今日は実践学習）

生
涯
学
習
基
本
構
想
策
定
委
員
会
は

生
涯
学
習
基
本
平
成
六
年
度
・
七
年
度
の
二
か
年
で
、

江
府
町
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
推
進

構
想
策
定
委
員
会
計
画
を
策
定
し
、
今
後
の
問
題
点
な
ど

を
検
討
す
る
委
員
会
で
す
。

⑳
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生涯学習伝言板

いつでも学ぼう
感
動
よ
今
t
度
／

「
や
よ
い
三
月
は
う
ら
う
ら
と

の
ど
か
に
照
り
た
る
」
と
枕
草
子

に
あ
る
よ
う
に
、
柔
ら
か
を
春
の

陽
射
し
を
感
じ
る
季
節
に
在
っ
て

き
ま
し
た
。
忙
が
し
い
農
繁
期
も

も
う
す
ぐ
で
す
。

近
年
、
長
雨
や
戦
隊
で
米
不
足

や
ら
米
余
り
を
ど
、
農
作
物
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
気
象
が
続
い
て
い

ま
す
。
降
っ
て
も
照
っ
て
も
一
喜

一
憂
し
な
け
れ
ば
怒
ら
を
い
農
業

の
宿
命
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ひ

と
た
び
不
足
と
な
る
と
日
本
中
が

パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
余
れ
ば
す
っ

か
り
忘
れ
て
し
ま
う
。

ず
っ
と
以
前
、
楽
し
む
た
め
の

道
具
も
施
設
も
少
な
く
、
食
べ
る

も
の
も
身
に
つ
け
る
も
の
も
、
有

る
も
の
を
皆
で
分
け
あ
っ
た
時
代

が
あ
り
ま
し
た
。
貧
し
く
て
不
日

由
だ
っ
た
け
れ
ど
、
野
も
山
も
海

も
、
自
然
の
恵
み
だ
け
は
豊
か
で

し
た
。

遊
ん
で
い
て
偶
然
つ
か
ま
え
て

し
ま
っ
た
大
き
を
魚
が
、
夕
げ
の

食
卓
に
の
っ
た
時
の
、
な
ん
と
誇

ら
し
か
っ
た
こ
と
か
…
…
…
。

う
す
暗
い
電
灯
の
下
で
読
ん
だ

物
語
の
ヒ
ー
ロ
ー
や
ヒ
ロ
イ
ン
た

ち
に
胸
を
と
き
め
か
し
た
日
々
。

時
間
を
半
世
紀
過
去
に
引
き
も

ど
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
ら
、

せ
め
て
そ
の
心
を
伝
え
た
い
。

「
車
輪
の
下
」
　
の
ジ
ャ
ン
・
パ

ル
ジ
ャ
ン
も
「
少
年
探
偵
団
」
　
の

小
林
少
年
も
変
わ
る
こ
と
を
く
図

書
館
に
い
ま
す
。

感
動
を
あ
な
た
の
目
で
確
か
め

て
下
さ
い
。

の
ど
か
を
春
の
陽
射
し
を
受
け

を
が
ら
今
年
が
豊
年
万
作
で
あ
る

こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

穆
読
書
会

か
た
く
る
し
い
テ
ー
マ
を
ど
決

め
な
い
で
、
第
二
・
第
四
日
曜
日

の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、
お
好
き

を
本
を
片
手
に
の
ん
び
り
と
す
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
も
し
ろ
か
っ
た
本
の
情
報
交

換
を
し
た
り
、
図
書
に
つ
い
て
の

ご
相
談
や
、
リ
ク
エ
ス
ト
も
ど
ん

ど
ん
受
け
付
け
ま
す
。

今
ま
で
一
度
も
図
書
館
に
釆
た

こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
一
度
、
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い
。

あ
な
た
の
心
を
と
き
め
か
せ
る

本
が
き
っ
と
み
つ
か
り
ま
す
よ
／

『
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』

町
内
新
道
在
住
の
藤
貞
夫
さ
ん

の
　
「
こ
け
し
・
ひ
ょ
う
た
ん
」
を

三
月
か
ら
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

表
情
豊
か
を
手
造
り
の
作
品
ば

か
り
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

（
新
着
図
書
）

○
夜
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

○
ト
短
調
の
子
守
歌
　
赤
川
次
郎

○
雲
の
墓
標
　
　
　
　
阿
川
弘
之

○
風
の
よ
う
に
母
の
た
よ
り

渡
辺
淳
一

〇
ス
ー
パ
ー
平
社
員
　
西
山
昭
彦

○
上
流
の
思
想
・
下
流
の
思
想

倉
本
　
聡

○
皇
后
陛
下
・
美
智
子
さ
ま

P
H
P

O
父
・
開
高
健
か
ら
学
ん
だ
こ
と

開
高
道
子

○
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ

ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
ブ
ル
ー
ム

（
今
月
の
お
す
す
め
）

○
沃
野
の
伝
説
　
　
　
内
田
康
夫

「
米
穀
通
帳
は
ど
う
在
っ
た
の

か
し
ら
」
光
彦
の
母
が
抱
い
た
何

気
を
い
疑
問
。
米
穀
卸
商
に
問
い

合
わ
せ
る
と
、
数
日
後
、
彼
の
水

死
体
が
東
京
湾
に
浮
か
ん
だ
…
。

平
成
の
米
騒
動
を
措
く
社
会
派

ミ
ス
テ
リ
ー
。

名
探
偵
、
浅
見
光
彦
、
ヤ
ミ
米

を
追
う
。
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続　　　　　 柄

二 長
女 男

養　 二　 長
改

の　 の 子　 女　 男 正
長 二
男 女

前

、‾‾‾、ノ‾‾‾‾’’ 、‾‾l‾‾‾‾‾‾ヽ′‾－ 改

正

後

子の子 子

3
月
1
日
か
ら

住
民
票
の
続
柄

表
示
が
一
部

か
わ
り
ま
し
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目
的
と

す
る
世
帯
主
と
の
続
柄
の
表
示
が

三
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。

変
更
に
在
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
親
族
関
係
に
は
ま
っ
た
く
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
心
配
は

い
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次

の
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
保
健
課
町
民
係

〔
案
内
一

必要な実務経験年数 実務経験年数　学 歴

指定学科外 指 定 学 科

1年 6 か月以上 1年以上 大学・旧大学卒業後

3 年以上 2 年以上 短大・高専・旧専門学校　　　卒業後

4 年 6 か月以上 3 年以上 高校・旧中学卒業後

8 年 以 上 上記以外

浄
化
槽
設
備
士試

験

（
財
）
浄
化
槽
設
備
士
セ
ン
タ
Ⅰ

●
受
験
資
格

（
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
）

①
学
歴
と
必
要
な
実
務
経
験
年
数
。

⑳

※
実
務
経
験
年
数
と
は
、
浄
化
槽

と
は
、
浄
化
槽
工
事
に
関
す
る

経
験
年
数
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
学
科
と
は
、
土

木
工
学
、
都
市
工
学
、
衛
生
工

学
、
電
気
工
学
、
機
械
工
学
、

ま
た
は
建
築
学
に
関
す
る
学
科

を
い
い
ま
す
。

②
建
設
業
法
に
よ
る
一
級
ま
た
は

二
級
管
工
事
施
工
管
理
技
術
検

定
に
合
格
し
た
方
。

⑨
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
よ
る

技
能
検
定
の
う
ち
検
定
職
種
を

一
級
ま
た
は
二
級
配
管
と
す
る

も
の
に
合
格
し
た
方
。

●
受
付
期
間

四
月
三
日
（
月
）
～
四
月
十
四

日
　
（
金
）

●
受
験
手
数
料

一
七
、
二
〇
〇
円

●
申
請
書
類
の
請
求
方
法

申
請
書
・
受
験
案
内
一
式

一
組
　
四
〇
〇
円
（
郵
送
請
求

の
場
合
は
現
金
で
六
〇
〇
円
）

●
試
験
日

六
月
四
日
（
日
）

●
試
験
地

東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
・
福
岡

●
申
請
用
紙
の
取
扱
い
先

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁
目

三
番
地
　
麹
町
四
丁
目
ビ
ル
・

（
財
）
浄
化
槽
設
備
土
セ
ン
タ
ー

℡
〇
三
　
（
三
二
三
七
）
六
五
九
一

4
月
1
0
日
か
ら

高
速
道
路
の
料
金
が

か
わ
り
ま
す

国民年金保険料
4月から

月額11，700円に

変わります
3日或

普
通
自
動
車
の
場
合
、
江
府
イ

ン
タ
ー
か
ら
米
子
イ
ン
タ
ー
ま
で

の
間
は
　
「
5
5
0
円
」
　
か
ら
　
「
6

0
0
円
」
を
ど
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
し
て
く
だ
さ
い
。

⑳

こ
の
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

保
険
料
が
月
額
一
一
、
一
〇
〇
円

か
ら
二
、
七
〇
〇
円
に
変
わ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
十
一
年
度
ま
で

五
〇
〇
円
（
毎
年
度
ご
と
）
と
物

価
ス
ラ
イ
ド
分
を
あ
わ
せ
て
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
だ
れ
で
も
が
、
安
心
し
て

生
活
す
る
た
め
の
大
切
な
国
民
年

金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
が
、
円
滑
に
運
営
す

る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
十
分
に

制
度
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
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県
知
事
県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
4
月
9
日
で
す

▼
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
▲

こ
の
た
び
、
鳥
取
県
知
事
選
挙

及
び
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
が
四
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
選
挙
は
、
公
職
選

挙
法
が
改
正
さ
れ
て
初
め
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

特
に
、
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ

れ
る
た
め
に
、
様
々
を
点
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
連
座
制
の
強
化

も
特
色
の
あ
る
点
で
す
。

連
座
制
と
は

何
で
す
か

連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候

補
予
定
者
と
一
定
の
関
係
に
あ
る

人
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯
し

刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
た

と
え
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
が

買
収
な
ど
の
行
為
に
関
わ
っ
て
い

な
く
て
も
、
立
候
補
者
や
立
候
補

予
定
者
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の
選

挙
の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
と
も

に
立
候
補
制
限
　
（
五
年
間
の
立
候

補
制
限
）
と
い
う
制
裁
を
科
す
制

度
の
こ
と
で
す
。

連
座
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

※会議などによっては、場所・時間などが変更

になることもありますのでご確認ください。

⑳

連座制の対象者
（太字が改正点です）

1．総括主宰者

2．出納責任者

3．地域主宰者

4．候補者又は立候補予定者

の親族（候補者等と意思

を通じて選挙運動したも

の）

5．候補者又は立候補予定者

の秘書（候補者等と意思

を通じて選挙運動したも

の）

6．組織的選挙運動管理者等

明
る
い
選
挙
を
行
う
た
め
に
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
活
き
投
票
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

瀞誹調は凪
3月

日　 付 行　 事　 予　 定 日　 付 行　 事　　 予　 定

3 ／2α月） 町内各小学校卒業式 3 ／2q日） 神戸市魚崎町慰問

21㈹ 春分の日 27偶） 明徳学園終了式 （10：00）日輪閣

2鋤や 議会、本会議 2酬 子供の国保育園卒園式 （10：00）

2鋤⇒ 県知事選挙告示 2鋤や 食生活改善推進協議会総会

24（劉 高校総体常任委員会 3（休） 教員辞任式
姑会総会

2文弱 31（劫 県議会議貞選挙告示
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こ
ん
な
時
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
③

子
供
が
無
断
で
買
っ
た

く
だ
け
で
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
確

実
に
通
知
す
る
た
め
に
は
書
留
や

配
達
証
明
郵
便
に
す
る
は
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

普
通
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
な

ど
は
、
商
品
を
使
い
始
め
て
し
ま

ダ
イ
エ
ッ
ト
書
凹
を
返
し
た
い
ぅ
と
ク
ー
リ
ン
グ
．
オ
フ
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

ケ
ー
ス
の
場
合
は
購
入
者
が
未
成

年
者
で
あ
る
こ
と
、
親
の
同
意
が

な
い
こ
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
が

生
活
必
需
品
で
な
い
こ
と
か
ら
、

残
っ
て
い
る
商
品
を
返
却
す
る
だ

け
で
解
決
し
ま
す
。

Q
小
学
埜
八
年
生
の
女
の
子
の
母
親
で
す
。

太
っ
て
い
る
の
を
気
に
し
て
通
信
販
売
の
ダ
イ
エ
ッ
ト

食
品
を
申
し
込
み
、
親
の
知
ら
な
い
間
に
届
い
て
使
い

始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

分
割
払
い
の
契
約
で
す
が
総
額
四
万
五
千
円
も
し
ま

す
。
契
約
解
除
し
た
い
の
で
す
が
、
使
っ
て
し
ま
っ
た

商
品
の
支
払
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

娘
が
年
を
ご
ま
か
し
て
買
っ
た

高
価
な
ペ
ン
ダ
ン
ト
を

返
し
た
い
の
で
す
が
…
。

A
実
根
招
‥
椚
調
律

で
き
ま
す
し
、
残
っ
て
い
る
商
品

を
返
却
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

子
供
が
親
に
無
断
で
商
品
を
申

し
込
み
、
そ
の
商
品
が
子
供
に
は

必
要
を
い
と
判
断
し
た
り
、
高
価

だ
か
ら
返
し
た
い
と
い
う
と
き
は

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
未
成
年
者
の
契
約
は
、
原
則

と
し
て
親
の
同
意
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
原
則
と
し
て
「
分
割
払
い

の
支
払
い
が
各
回
小
遣
い
ぐ
ら
い

の
額
」
　
で
あ
る
場
合
は
親
の
同
意

が
を
く
て
も
よ
い
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
を
含
ん
で
い
ま

す
。契

約
を
解
除
す
る
場
合
は
、
商

品
が
到
着
し
て
八
日
以
内
に
書
面

（
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
）
で
契
約
の

撤
回
を
業
者
に
通
知
し
ま
す
。

商
品
名
と
契
約
日
（
申
し
込
み

日
）
と
契
約
解
除
す
る
こ
と
を
書

㊨

Q
中
学
三
年
の
娘
が
デ
パ
ー
ト
で
十
八
金
製
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
買
い
ま
し
た
。
店
員

か
ら
年
齢
を
聞
か
れ
た
と
き
、
娘
は
「
二
十
歳
で
す
」
と

答
え
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は

家
族
名
義
で
娘
も
一
応
使
え
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す

が
、
一
人
で
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
あ
っ
た
の

に
勝
手
に
…
。
高
価
な
も
の
で
す
し
、
中
学
生
に
は
ふ

さ
わ
し
く
な
い
の
で
返
品
し
た
い
の
で
す
が
。

A
　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

契
約
の
解
除
や
返
品
は
で

き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
民
法
二
十
条
に
「
乗

車

成
年
者
を
ど
が
詐
欺
的
な
手
段
を

用
い
て
相
手
方
に
成
人
で
あ
る
と

思
い
込
ま
せ
て
取
引
き
を
し
た
と

き
は
、
そ
の
行
為
を
取
り
消
す
こ

と
は
で
き
を
い
」
と
あ
り
ま
す
。

中
学
生
で
も
成
人
と
変
わ
ら
な

い
体
格
の
子
供
も
増
え
、
学
校
外

の
外
出
時
に
大
人
と
見
間
違
う
お

し
ゃ
れ
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
買
物

を
楽
し
む
子
供
も
い
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ

れ
て
も
未
成
年
と
は
思
え
を
い
こ

と
も
あ
り
得
ま
す
。

店
員
に
年
齢
を
聞
か
れ
た
と
い

う
こ
と
は
、
未
成
年
で
は
を
い
か

と
思
わ
れ
た
せ
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
本
人
が
二
十
歳
で
す
と
言

っ
た
ら
そ
れ
以
上
追
求
は
で
き
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

未
成
年
で
あ
っ
て
も
自
分
の
行

為
の
結
果
が
予
測
で
き
る
責
任
能

力
が
あ
り
ま
す
し
、
年
齢
を
偽
っ

た
こ
と
は
詐
欺
的
で
あ
る
と
解
釈

さ
れ
る
の
で
取
り
消
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

未
成
年
の
子
供
に
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
持
た
せ
な
い
方
が
い

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
も
し
持
た

せ
る
な
ら
そ
の
仕
組
み
や
使
っ
て

い
い
限
度
額
を
教
え
る
な
ど
、
し

っ
か
り
し
た
管
理
と
チ
ェ
ッ
ク
が

親
の
責
任
で
す
。

3日盟
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1の竺

⑳

前月比

世帯数1，252世帯（十3）

人　口4，526人（－6）

男　2，152人（－4）

女　2，374人（－2）

q
鯛
で
と
う
　
　
過
W

人の心を伝える
通訳の仕事

通訳の金さんに学んだこと

穆

国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人

々
が
話
す
言
葉
は
さ
っ
ぱ
り
分
ら

な
い
。ハ

ン
グ
ル
語
は
、
古
代
韓
民
族

が
話
し
て
い
た
言
葉

を
活
字
に
し
た
表
音

常
の
事
柄
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い

知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
だ

ろ
う
金
さ
ん
。
そ
の
通
訳
力
は
、

知
識
の
有
無
だ
け
で
を
く
、
そ
の

大
岩
　
啓
輔

井
口
　
知
子

長
谷
川
　
剛

小
長
　
智
美

三
輪
　
俊
二

松
原
由
美
子

岡
田
　
賢
郎

宮
本
美
紀
子

中
前
　
茂
治

冨
永
　
智
美

下
蚊
屋

京
都
府
亀
岡
市
か
ら

俣
野

鹿
児
島
県
加
世
田
市
か
ら

下
安
井

下
安
井
か
ら

貝
田

俣
野
か
ら

小
江
尾

広
島
県
山
県
郡
か
ら

「
諭
し
め
い
福
を

′
′
l
＼
　
　
祈
り
ま
す

（
住
所
）
（
氏
　
　
名
〓
年
齢
壷
帯
圭
一

小
江
尾
　
篠
田
　
大
二
　
8
1
歳
　
勇

小
原
　
川
上
　
町
子
8
6
歳
正
昭

白
住
　
田
中
　
千
枝
8
8
歳
本
人

吉
原
　
新
見
　
詮
道
7
4
歳
本
人

（
二
月
は
誕
生
お
め
で
と
う
の
コ

ー
ナ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）

鳥
取
県
ど
ん
ぐ
り
加
工
技
術
調

査
団
の
一
員
と
し
て
、
韓
国
・
江

原
道
に
赴
く
機
会
を
得
た
。

飛
行
機
で
わ
ず
か
一
時
間
、
古

代
は
陸
続
き
で
あ
っ
た
と
い
う
隣

文
字
。
こ
の
言
葉
を

瞬
間
に
訳
す
の
が
、

通
訳
の
仕
事
。
私
た

ち
に
同
行
し
た
通
訳

は
江
原
道
庁
の
国
際

協
力
係
に
勤
務
す
る

キ
ム
ガ
ン
　
ジ

金
光
鎖
さ
ん
。

私
た
ち
の
突
然
湧
き
出

どこまでも

努力する姿勢

その謙虚一さ

人
の
人
柄
に
寄
る
と

こ
ろ
が
大
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
金
さ
ん

の
通
訳
ぶ
り
を
み
を

が
ら
思
っ
た
。

金
さ
ん
は
別
れ
際

に
私
た
ち
に
「
皆
さ

ん
の
ア
ス
モ
ス
フ
ィ

ア
（
英
語
）
－
雰
囲
気

－
が
適
え
ら
れ
な
く

し
た
質
問
に
も
、
い
や
を
顔
ひ
と

つ
せ
ず
に
誠
心
誠
意
を
も
っ
て
伝

え
て
く
れ
た
。
ど
ん
ぐ
り
の
加
工

技
術
に
関
わ
る
専
門
用
語
か
ら
日

て
す
み
ま
せ
ん
」
と
。
言
葉
の
奥
に

あ
る
人
々
の
香
り
を
伝
え
よ
う
と

す
る
心
。
そ
の
謙
虚
な
向
学
心
あ

ふ
れ
る
姿
に
お
も
わ
ず
脱
帽
し
た
。

編
集
後
〓
配

▼
　
「
ど
こ
で
、
日
本
語
を
勉
強

し
た
ん
で
す
か
？
」
と
通
訳
の

金
さ
ん
に
た
ず
ね
た
。
「
お
父

さ
ん
が
フ
ラ
ン
ク
永
井
の
歌
が

好
き
で
、
そ
の
歌
が
緑
で
勉
強

を
始
め
た
ん
で
す
」
、
「
ど
ん

な
歌
で
す
か
」
、
「
羽
田
発
七

時
五
十
分
」
と
一
節
歌
っ
て
く

れ
た
。
韓
国
は
、
テ
レ
ビ
を
ど

で
日
本
の
歌
を
歌
う
の
は
禁
止

だ
。
そ
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
は
別
問
題
と
し
て
、
日
本
の

歌
謡
曲
を
縁
に
日
本
語
の
通
訳
が

生
ま
れ
た
こ
と
を
思
う
と
近
い
将

来
、
韓
国
で
自
由
に
歌
え
る
日
が

来
れ
ば
、
ま
た
新
し
い
国
と
国
と

を
結
ぶ
通
訳
を
志
す
人
が
増
え
、

国
際
交
流
の
輪
も
更
に
広
が
る
か

も
。
今
度
、
金
さ
ん
と
会
っ
た
ら
、

フ
ラ
ン
ク
永
井
の
歌
を
で
き
れ
ば
、

ア
リ
ラ
ン
峠
で
デ
ュ
エ
ッ
ト
し
た

い
も
の
だ
。

▼
こ
の
三
月
号
で
平
成
六
年
度
も

終
わ
り
と
な
る
。
四
月
号
か
ら
ま

た
新
し
い
一
年
の
始
ま
り
。
新
企

画
に
ね
じ
り
は
ち
ま
き
の
日
々
を

考
え
る
と
ゾ
ー
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
兄
弟
紙
の
教
育
広

報
こ
う
ふ
が
こ
の
三
月
で
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
新
年

度
か
ら
町
報
に
一
本
化
と
在
る
が
、

教
育
広
報
の
多
く
の
フ
ァ
ン
か
ら

そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
を
い
よ
う
充
実

し
た
紙
面
づ
く
り
に
責
任
の
重
さ

を
痛
い
ほ
ど
感
じ
て
い
る
昨
今
だ
。
用
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鱒璽4月から社会人
⑫甘沙夢0南瓜

頑張ります

大阪成蹟女子短期大学竹内智子

発
行
・
江
府
町
役
場
●
郡
8
8
日
が
摘
錘
増
珊
用
純
絹
拍
需
ポ
∬
●
　
編
筆
総
務
課
　
印
刷
義
士
印
刷

＊行ってみたい所は？

オーストラリア。

＊趣味は？

料理。食べてくれる人がいると作り甲斐がありますネ。

＊好きな男性のタイプは？

男らしくて意志の強い人。

＊将来の夢は？

夢というよりも、この4月から社会人です。早く仕事を

任されるようになりたい。

＊町にのぞみたいことは？

もっと遊べる場所があればいいと思います。

「町の発展に頑張りたい。もっと仕事を
勉強しなければ」と語る道下さん

「今まで多くの人にお世話になってきましたので

これからは、恩返しをしたい」と抱負を語る竹内さん

今、中国の歴史書を
読書中です

江府町役場勤務　道下尚徳さん（20歳）

＊仕事の内容は？

福祉保健課で児童福祉、老人医療をどを担当し

ています。

＊今、やっていることは？

音楽鑑賞と読書、今「三国志演義」を読書中です。

＊好きな女性のタイプは？

明るくて、元気な人。内田有紀さんみたいを人

ですか。

＊将来の夢は？

若者が住みやすくなるようを町にしたい。

＊モット疇は？

ズバリ．′誠心誠意。
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